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ABSTRAK 

Fikri Syarofuddin. 2023. Efektivitas Metode Case Based Learning terhadap Hasil 

Belajar Siswa pada Mata Pelajaran Bahasa Jepang Materi Tata Bahasa di SMA 

Yadika 13 Bekasi. Skripsi, Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas 

Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui hasil belajar siswa kelas XI SMA Yadika 

13 dalam pelajaran Bahasa Jepang materi tata bahasa dengan menggunakan metode 

pembelajaran Case Based Learning, juga untuk mengetahui tanggapan siswa 

terhadap penerapan metode pembelajaran Case Based Learning dalam 

pembelajaran Bahasa Jepang materi tata bahasa. Terdapat berbagai macam 

permasalahan dalam proses belajar mengajar Bahasa Jepang di SMA Yadika 13 

seperti kurang aktifnya siswa saat proses belajar mengajar berlangsung sehingga 

menyebabkan proses belajar mengajar yang hanya satu arah, siswa mengalami 

permasalahan dalam pemahaman bahasa Jepang seperti tata bahasa, kosakata, dan 

beberapa materi sulit dipahami oleh siswa, dan yang terakhir adalah hasil belajar 

siswa yang kurang maksimal meskipun sudah dilakukan pemberian materi. Case 

based Learning adalah sebuah metode pembelajaran yang menghadirkan kasus-

kasus nyata yang relevan baik yang terjadi di masa lalu maupun saat ini sebagai 

bahan pembelajarannya dan mampu membuat proses pembelajaran menjadi aktif 

karena keterlibatan siswa dalam menyelesaikan kasus yang disajikan. Metode yang 

digunakan yaitu True Experimental Design dengan bentuk penelitian Pretest-

Posttest Control Group Design. Sampel penelitian ini adalah siswa kelas XI SMA 

Yadika 13 Bekasi yang terbagi menjadi dua kelas yaitu XI IPS 1 dan XI IPS 3. Hasil 

penelitian menunjukkan bahwa penerapan metode Case Based Learning tidak 

efektif dalam meningkatkan hasil belajar pada mata pelajaran Bahasa Jepang. Hal 

ini ditunjukkan pada hasil analisis data posttest, kelompok kontrol memiliki rata-

rata lebih tinggi 8,1 poin dari kelompok eksperimen. Meskipun demikian, 

tanggapan mahasiswa mengenai penerapan metode Case Based Learning terbilang 

baik. Metode pembelajaran Case Based Learning tidak dapat menjadi alternatif 

untuk diterapkan dalam pembelajaran Bahasa Jepang kelas XI di SMA Yadika 13 

Bekasi. Hal ini dikarenakan pelaksanaan penerapan metode pembelajaran Case 

Based Learning membutuhkan waktu yang panjang dalam satu tatap muka agar tiap 

proses pada metode ini efektif sehingga mendapatkan hasil yang diharapkan. 

 

Kata kunci: Case Based Learning, tata bahasa, hasil belajar  
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ABSTRACT 

Fikri Syarofuddin. 2023. Effectiveness of the Case Based Learning Method on 

Student Learning Outcomes in Japanese Language Subjects, Grammar Material at 

SMA Yadika 13 Bekasi. Thesis, Japanese Language Education Study Program, 

Faculty of Languages and Arts, Jakarta State University. 

 

This study aims to determine the learning achievement of students in XI grade of 

Yadika 13 High School in Japanese language lessons on grammar material using 

the Case Based Learning method, also to find out students' responses to the 

application of the Case Based Learning method in learning Japanese language 

grammar material. There are various kinds of problems in the Japanese language 

teaching and learning process at Yadika 13 High School, such as the lack of active 

students during the teaching and learning process so that it causes a one-way 

teaching and learning process, students experience problems in understanding 

Japanese such as grammar, vocabulary, and some material is difficult for students 

to understand, and student learning achievements are less than optimal despite the 

provision of material. Case-based learning is a learning method that presents real 

cases that are relevant both in the past and the present as learning materials and is 

able to make the learning process active because of student involvement in solving 

the cases presented. The method used is True Experimental Design with the 

research form Pretest-Posttest Control Group Design. The sample of this research 

is the XI grade students of Yadika 13 Bekasi High School which is divided into two 

classes, XI Social 1 and XI Social 3. The results showed that the application of the 

Case Based Learning method was not effective in improving learning achievements 

in Japanese language subjects. This is shown in the results of posttest data analysis, 

the control group has an average of 8.1 points higher than the experimental group. 

Nevertheless, students' responses regarding the application of the Case Based 

Learning method were good. The Case Based Learning learning method cannot be 

an alternative to be applied in class XI Japanese language learning at SMA Yadika 

13 Bekasi. This is because implementing the Case Based Learning learning method 

requires a long period of face-to-face time so that each process in this method is 

effective so that the expected results are obtained. 

Keywords: Case Based Learning, grammar, learning achievement   
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SMA Yadika 13 Bekasi における日本語科目文法教材における生徒の学習成果

に対するケースに基づく学習の方法の有効性 

ジャカルタ国立大学 

Fikri Syarofuddin 

fitri.syarofuddin@gmail.com 

 

概要 

 

A. 背景 

現在、インドネシアでは小学校から高校までの教育単位として 2013 年のカリ

キュラムが使用されている。2013 年のカリキュラムの実施にあたっては、学習プロセ

スに科学的アプローチが採用されている。教育単位として 2013 年のカリキュラムを

実施することで、世界で競争できる優秀な人材の育成を目指す。これを裏付ける

ために、2013 年のカリキュラムの学習プロセスでは、生徒の能力向上に役立つ科

学的アプローチを使用し、生徒中心の学習プロセス（スチューデントセンター）を

構築することができた。 

2013 年のカリキュラムでの学習への科学的アプローチの導入がうまく機能する

ためには、学習プロセスをサポートする生徒中心の学習方法 (スチューデント センタ

ー) が必要である。2013 年のカリキュラムにおける科学的学習に沿った学習法の

一つに、ケースに基づく学習の方法がある。Daryanto (2014: 59-80) によると、

学習における科学的アプローチのステップは、「観察、質問、情報収集、情報の

関連付け/処理、コミュニケーション」である。 

SMA Yadika 13 Bekasi の日本語教師へのインタビュー結果によると、教育と

学習の過程にはさまざまな種類の問題が存在する。例えば、指導と学習のプロセ

スが行われる際に生徒の積極性が低下し、指導と学習のプロセスが一方通行に

なってしまう。生徒は、文法や語彙、理解が難しい教材など、日本語を理解する

mailto:fitri.syarofuddin@gmail.com
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上で問題があり、提供された教材をすぐに理解できるのは一部の生徒だけである。

最後は、教材が与えられたにもかかわらず、生徒の学習成果が最適ではないこと

である。ケースに基づく学習方法を使用すると、前述の問題、特に文法学習にお

ける生徒の問題の解決が期待される。会話形式の事例を提示することで、学習

している文法の使用法を生徒に理解させることが期待される。 

日本語科目の学習過程においてケースに基づく学習の方法を生徒に提供す

ることで期待される主な点は、生徒の学習成果を最大化できることである。 文法

の使い方を理解していれば、学生はより容易に日本語を習得でき、良い学習成

果を得ることができるからである。さらに、積極的な学習環境を作り出し、生徒の

批判的な考える能力や分析能力を訓練できることが期待されてる。 

上記の記述に基づいて、筆者は「SMA Yadika 13 Bekasi における日本語科

目文法教材における生徒の学習成果に対するケースに基づく学習の方法の有効

性」について研究を行う予定である。この研究の実験は、SMA Yadika 13 

Bekasi の二年生 の生徒を対象に実施される。 

 

B. 問題提供 

1. 日本語の授業において、SMA Yadika 13 の二年生にケースに基づく学習方

法の使用はどうだろうか。 

2. ケースに基づく学習方法を使用した日本語の授業における SMA Yadika 13

の二年生の学習成果はどうだろうか。 

3. 日本語の授業におけるケースに基づく学習方法の利用について学生の反応

はどうだろうか。 

 

 

C. 解決 

この調査は、2023 年 4 月から 5 月まで SMA Yadika 13 Bekasiで実施され

た。事前テストは、対面活動が始まる 1 週間前、2023 年 5 月 3 日に開催され



 

viii 
 

た。 事後テストは 2023 年 5 月 31 日に開催された。本研究の方法は True 

Experimental メソッドである。本研究デザインとしては Pretest-Posttest Control 

Group Designのモデルである。本研究の対象は SMA Yadika 13 Bekasiの二年

生である。そして、サンプルは 58 人の生徒で、29 人の生徒が所属するクラス XI 

IPS 1 と 29 人の生徒が所属するクラス XI IPS 3 の 2 つのクラスに分けられる。 

研究の収集のテクニックのはテストとアンケートである。このテストは事前テストと

事後テストである。調査アンケートはケースに基づく学習方法の利用の意見と欠

点とプラス効果を見つかることを目的としている。 

1. 事前テストと事後テスト 

事前テストと事後テストの全体的な結果は次のようである。 

事前テスト 

計算結果 コントロールグループ 実験グループ 

平均点 55,28 52,10 

結合された標準偏差 4,46 

ｔ数 -0,58 

ｔ表 1,67 

 

事後テスト 

計算結果 コントロールグループ 実験グループ 

平均点 87,66 79,52 

結合された標準偏差 1,79 

ｔ数 -1,86 

ｔ表 1,67 

 

5%の有意水準における５６の db を用いた上記の記述に基づいて、ｔ表は

１.６７であり、ｔ数は-１.8６である。つまり、ｔ数はｔ表よりも小さいと言える

（１.8 ６> １.６７）。Ha は拒否され、H0 は受け入れられると結論付けること
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ができる。 つまり、ケースに基づく学習方法の適用は、高校文法レベルの国語科

目の学習成果には効果がない。 

 

2. アンケート 

この調査アンケートの結果は次のようである。 

a. １００%学習者は「 ケースに基づく学習方法は、日本語の授業に効果があ

る」、 

b. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語の授業に面白い。」、 

c. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語の教材を理解しやすく

なりる。」、 

d. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語の語彙を覚える能力を

向上させるのに役立つ。」、 

e. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語の文法を理解するのに

役立つ。」、 

f. 100%%学習者は「ケースに基づく学習方法は、問題を解決するための批判

的な考える能力を向上させることができる。」、 

g. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語の文章を翻訳する能

力の向上に役立つ。」、 

h. 96,6%学習者は「ケースに基づく学習方法は、日本語授業に積極的な学習

ができる。」、 

i. 100%学習者は「 ケースに基づく学習方法は、友達とのコミュニケーションが改

善される。」、 

j. 100%学習者は「 ケースに基づく学習方法は、グループメイトと協力する能力

を向上させる。」、 

k. 100%学習者は「ケースに基づく学習方法は、調査と分析の能力が向上す

る。」、 
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l. 93,1%学習者は「 ケースに基づく学習方法は、問題 (タスク) に直面する際の

恐怖や不安を軽減できる。」、 

m. 100%学習者は「 ケースに基づく学習方法は、日本語の授業中に自信を高

める。」、 

と答えた。 

２９人の学生に１３問分のアンケートに基づいて、ケースに基づく学習方法の

反応が良い。ケースに基づく学習方法の使用は日本語の学習成果を向上させる

のに効果的ではない。ただし、ケースに基づく学習方法は、生徒が日本語の文法

事項を理解し、日本語の語彙を覚える能力を向上させ、批判的な考える能力

を向上させるのに役立つ。 

さらに、ケースに基づく学習方法は、日本語の文章を翻訳する能力の向上に

も役立ち、学習を積極的にし、友達とのコミュニケーションを改善し、共同作業の

能力を向上させ、調査および分析する能力を向上させ、問題 (タスク) に直面す

る際の恐怖や不安を軽減できて、自信を高める。 

 

D. 結論 

この調査の結果に基づいて、SMA Yadika 13 Bekasi の二年生の日本語の

授業では、ケースに基づく学習方法の適用は学習成果の向上に効果的ではない

と結論付けることがでる。2 つの異なるクラスの研究者による観察結果に基づいて、

ケースに基づく学習方法を適用した実験クラスでは、その適用中に生徒の活動に

発展があることが示された。ただし、実験クラスの事後テスト結果の値は、講義や

発見学習などの従来の学習方法を使用する対照クラスと比較して小さい値にな

る。  
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